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特
別
天
然
記
念
物
の
ト
キ
で
あ
る
が
、

人
工
繁
殖
で
野
生
復
帰
が
進
み
、
日
本

国
内
の
個
体
数
は
年
々
増
加
し
て
い
る
。

２
０
２
５
年
に
は
ト
キ
の
数
が
８
０
０
羽

を
超
え
る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で

国
内
の
人
口
は
減
少
の
一
途
を
辿
っ
て
い

る
。
高
齢
化
は
少
子
化
と
共
に
進
展
し
て

お
り
、
２
０
２
５
年
に
は
65
歳
以
上
の
方

ひ
と
り
を
20
歳
か
ら
64
歳
の
方
1
・
8
人

が
支
え
る
こ
と
と
な
る
。
特
に
注
目
す
べ

き
は
、
75
歳
以
上
の
人
口
割
合
が
年
々
増

加
し
て
い
く
点
で
あ
る
。
高
齢
者
の
介
護

負
担
や
経
済
的
な
負
担
は
子
育
て
世
代

の
若
年
層
、
中
年
層
の
方
々
に
の
し
か

か
る
。
慶
應
義
塾
大
学
の
宮
田
裕
章
先
生

を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々
の
ご
支
援
を
頂

き
な
が
ら
我
々
は
２
０
１
９
年
か
ら
フ
レ

イ
ル
一
次
予
防
の
研
究
事
業
を
佐
渡
市
で

開
始
し
た
。
初
め
て
佐
渡
島
へ
訪
れ
た
際

に
、
田
ん
ぼ
か
ら
飛
び
立
つ
ト
キ
の
群
を

目
に
し
た
。
薄
ピ
ン
ク
色
の
羽
が
佐
渡
の

冬
の
山
々
に
映
え
た
。
美
し
い
羽
を
広
げ

て
雄
大
に
舞
う
ト
キ
の
よ
う
に
、
佐
渡
市

民
の
皆
様
が
最
期
ま
で
自
分
の
生
ま
れ
た

地
で
人
生
を
謳
歌
し
て
も
ら
い
た
い
。
こ

の
よ
う
な
願
い
か
ら
「
ト
キ
め
き
会
」
と

命
名
し
、
現
在
も
年
に
4
回
程
度
の
頻
度

で
運
動
機
能
と
認
知
機
能
を
計
測
し
、
一

人
ひ
と
り
に
結
果
を
説
明
し
て
い
る
。
佐

渡
島
は
周
囲
を
海
に
囲
ま
れ
た
地
理
的
な

特
徴
に
加
え
、
世
界
的
に
も
少
子
高
齢
化

と
人
口
減
少
が
進
ん
だ
地
域
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
フ
レ
イ
ル
一
次
予
防
の
事
業

を
佐
渡
で
成
功
で
き
れ
ば
、
そ
の
方
法
論

は
日
本
全
国
な
ら
び
に
将
来
高
齢
化
が
進

む
諸
外
国
に
も
応
用
可
能
な
人
類
の
知
恵

と
な
り
う
る
。

　

私
た
ち
ヒ
ト
は
二
本
の
脚
で
歩
く
動
物

で
あ
る
。
ヒ
ト
の
動
き
は
、
私
た
ち
の
骨

格
筋
、
呼
吸
器
、
循
環
器
、
神
経
系
な
ど

の
複
数
の
器
官
が
作
用
し
て
成
立
す
る
。

動
き
の
力
強
さ
、
俊
敏
性
、
耐
久
性
、
バ

ラ
ン
ス
と
い
っ
た
運
動
機
能
は
、
ヒ
ト
の

健
康
と
密
接
に
関
わ
る
指
標
と
な
り
う

る
。
フ
レ
イ
ル
と
は
、
加
齢
に
伴
う
心
身

の
衰
え
で
あ
る
。
フ
レ
イ
ル
は
要
介
護
の

前
段
階
で
あ
り
、
握
力
の
低
下
や
歩
行
速

度
低
下
を
は
じ
め
と
す
る
5
項
目
で
定
義

づ
け
ら
れ
て
い
る
（
表
1
）。
歩
行
速
度

の
低
下
は
生
命
予
後
を
予
測
す
る
指
標
と

な
る
。
特
に
、
毎
秒
1
ｍ
の
速
度
を
下

回
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
急
速
に
死
亡
リ
ス

ク
が
増
加
す
る
。
毎
秒
1
ｍ
と
い
う
速
度

は
、
横
断
歩
道
を
青
信
号
の
間
に
横
断
で

き
る
ギ
リ
ギ
リ
の
速
度
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
歩
行
速
度
の
低
下
は
外
出
機
会

の
損
失
に
つ
な
が
り
、
身
体
活
動
の
低
下

は
要
介
護
の
リ
ス
ク
を
高
め
る
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
か
ら
、
長
期
的
に
歩
行
速
度
の

変
化
を
捉
え
る
こ
と
で
、
体
の
弱
り
始
め

を
早
期
に
発
見
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る

と
私
た
ち
は
仮
説
を
立
て
た
。
そ
こ
で
私

た
ち
が
着
目
し
た
の
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

（
ス
マ
ホ
）
で
あ
る
。
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
が

世
界
に
初
め
て
登
場
し
た
の
は
２
０
０
７

年
の
こ
と
で
、
た
っ
た
14
年
で
私
た
ち
の

フ
レ
イ
ル
一
次
予
防
の
取
り
組
み
─
ト
キ
め
き
会
─

新
潟
医
療
福
祉
大
学
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
理
学
療
法
学
科
　
講
師

�

堀 

田 

一 

樹

Revised J-CHS criteria
⃝  6ヶ月で2kg以上の体重減少
⃝握力 男 <28 kg, 女 <18 kg
⃝過去2週間わけもなく疲れる
⃝歩行速度 <1.0 m/s
⃝  軽い運動・体操を健康のためにしていますか？定期的な運動・

スポーツを健康のためにしていますか？：いずれも「いいえ」
3項目以上該当した場合をフレイル
1～2項目該当した場合を前フレイル（プレフレイル）
該当項目が0の場合は健常となります

 引用　Satake & Arai. Geriatr Gerontol Int 2020

表 1 ．フレイル基準
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一
年
は
頑
張
ろ
う
」
と
自
分
自
身
の
生
活

を
見
直
す
絶
好
の
機
会
と
な
る
。
こ
の
よ

う
な
活
動
は
新
潟
医
療
福
祉
大
学
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
理
学
療
法
学
科
の
学

部
生
な
ら
び
に
同
大
学
大
学
院
生
に
よ
っ

て
支
え
ら
れ
て
い
る
（
図
2
）。
彼
ら
（
彼

女
ら
）
は
将
来
の
新
潟
県
の
医
療
と
介
護

を
支
え
る
人
材
と
な
る
。
ト
キ
め
き
会

は
、
若
者
に
フ
レ
イ
ル
予
防
の
重
要
性
に

つ
い
て
知
っ
て
も
ら
い
、
未
来
の
新
潟
県

の
在
り
方
に
つ
い
て
考
え
る
場
と
な
っ
て

い
る
。

あ
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
歩
行
習
慣
を
持

つ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
歩
行
時
に
ヒ
ト

の
骨
格
筋
の
酸
素
摂
取
は
激
増
す
る
。
イ

ス
座
位
の
安
静
時
に
取
り
込
む
酸
素
摂
取

量
（
体
重
1 

kg
当
た
り
）
は
3
・
5 

mL
／

kg
／
分
で
あ
る
。
ゆ
っ
く
り
と
し
た
歩
行

時
に
は
10 

mL
／
kg
／
分
に
増
加
し
、
歩
行

速
度
に
比
例
し
て
酸
素
摂
取
量
は
増
加
す

る
。
普
段
か
ら
速
歩
き
を
す
る
こ
と
で
必

要
な
酸
素
を
輸
送
・
利
用
す
る
た
め
の
呼

吸
、
循
環
、
代
謝
系
が
適
応
し
て
い
く
。

ト
キ
め
き
会
で
は
、
現
在
の
運
動
機
能
を

専
門
家
が
客
観
的
に
評
価
し
、
正
し
い
情

報
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
い
る
。
現
在

の
〝
若
さ
度
〟
を
知
っ
て
い
た
だ
く
貴
重

な
機
会
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
新
た

な
ト
キ
め
き
会
の
参
加
者
を
募
る
と
同
時

に
、
既
に
参
加
頂
い
た
方
を
経
年
的
に
調

査
し
て
い
く
。
ト
キ
め
き
会
で
計
測
し
た

結
果
は
、
学
校
で
い
う
と
こ
ろ
の
通
信
簿

で
あ
る
。
今
年
一
年
、
ど
ん
な
生
活
習
慣

で
あ
っ
た
か
が
測
定
結
果
に
出
る
。「
一

年
頑
張
っ
た
結
果
が
出
た
」
と
喜
ぶ
場
合

も
あ
れ
ば
、「
怠
け
て
し
ま
っ
た
が
次
の

こ
と
に
よ
り
、
ス
マ
ホ
は
歩
数
だ
け
で
な

く
歩
い
た
時
間
、
距
離
、
速
度
、
範
囲
な

ど
の
情
報
を
我
々
に
提
示
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
デ
ー
タ
は
運
動
の
量
（
歩
数
）
だ

け
で
な
く
質
（
運
動
強
度
、
歩
行
速
度
）

を
捉
え
る
デ
ー
タ
と
な
り
う
る
。
こ
れ
ら

の
情
報
に
加
え
て
、
そ
の
方
の
医
療
・
介

護
に
関
す
る
情
報
を
統
合
的
に
分
析
す
る

こ
と
で
、
将
来
の
フ
レ
イ
ル
な
ら
び
に
要

介
護
の
リ
ス
ク
を
明
ら
か
に
で
き
る
と
期

待
し
て
い
る
。

　

２
０
２
１
年
11
月
現
在
、
ト
キ
め
き

会
に
参
加
登
録
い
た
だ
い
た
方
は
延
べ

３
７
６
名
で
あ
る
。
表
1
の
5
つ
の
フ
レ

イ
ル
基
準
に
該
当
し
た
方
の
割
合
を
図
1

に
示
す
。
3
つ
以
上
に
該
当
す
る
方
は
参

加
者
全
体
の
た
っ
た
2
％
だ
っ
た
。
ト
キ

め
き
会
の
参
加
者
が
い
か
に
壮
健
で
あ
っ

た
か
が
分
か
る
。
一
方
で
、
フ
レ
イ
ル
基

準
に
1
つ
、
あ
る
い
は
2
つ
該
当
し
た
方

（
プ
レ
フ
レ
イ
ル
）
は
、
全
体
の
48
％
で

あ
っ
た
。
こ
の
フ
レ
イ
ル
の
〝
予
備
群
〟

に
相
当
す
る
方
々
が
将
来
フ
レ
イ
ル
に
な

ら
な
い
よ
う
に
、
対
策
を
講
ず
る
必
要
が

生
活
に
お
い
て
ス
マ
ホ
は
必
要
不
可
欠
と

な
っ
た
。
一
方
で
、
高
齢
者
の
ス
マ
ホ
保

有
率
を
み
る
と
70
歳
代
で
19
％
、
80
歳
代

で
6
％
と
ま
だ
一
般
化
し
て
い
る
と
は
言

い
難
い
。
単
な
る
電
話
と
し
て
の
機
能
だ

け
で
な
く
、
ス
マ
ホ
は
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
端

末
と
し
て
の
機
能
も
同
時
に
果
た
し
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
ヒ
ト
の
歩
行
を
捉
え
る
指

標
と
し
て
万
歩
計
を
用
い
た
歩
数
が
計
測

さ
れ
て
き
た
。
近
年
、
全
地
球
測
位
シ
ス

テ
ム
（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
）、
ジ
ャ
イ
ロ
セ
ン
サ
ー
、

お
よ
び
加
速
度
セ
ン
サ
ー
が
搭
載
さ
れ
た

図 1 ．トキめき会参加者におけるフレイルの割合

図 2 ．トキめき会を支える新潟医療福祉大学学生スタッフ
（掲載について本人からの承諾は得ております）
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フ
レ
イ
ル
と
低
栄
養

　

フ
レ
イ
ル
と
は
、「
加
齢
に
伴
う
予
備

能
力
低
下
の
た
め
、
ス
ト
レ
ス
に
対
す
る

回
復
力
が
低
下
し
た
状
態
」
で
あ
り
、
健

康
寿
命
延
伸
の
た
め
に
医
療
や
行

政
の
場
で
様
々
な
取
り
組
み
が
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
フ
レ
イ
ル
は

多
面
的
な
問
題
を
含
み
、
身
体
的

な
側
面
を
主
体
と
し
な
が
ら
、
認

知
・
心
理
・
精
神
的
側
面
、
社
会

的
側
面
に
お
け
る
脆
弱
性
を
含
ん

で
い
ま
す
。

　

栄
養
状
態
は
、
図
1
の
フ
レ
イ

ル
サ
イ
ク
ル
の
と
お
り
フ
レ
イ
ル

の
様
々
な
側
面
と
関
連
し
て
い
ま

す
。例
え
ば
、高
齢
に
よ
っ
て
徐
々

に
で
き
な
い
こ
と
が
増
え
て
意
欲

が
低
下
し
て
い
け
ば
、
活
動
量
は

低
下
し
食
欲
も
低
下
し
ま
す
。
食

欲
の
低
下
に
よ
り
食
事
摂
取
量
が

低
下
す
れ
ば
、
低
栄
養
状
態
を
招

き
、
さ
ら
に
、
加
齢
に
よ
る
筋
た

ん
ぱ
く
合
成
能
の
低
下
や
慢
性
的

な
疾
患
に
よ
る
影
響
な
ど
と
相
ま
っ
て
、

筋
力
、
筋
肉
量
の
減
少
状
態
で
あ
る
サ
ル

コ
ペ
ニ
ア
と
な
り
、
フ
レ
イ
ル
の
悪
循
環

に
陥
っ
て
い
く
の
で
す
。
高
齢
者
で
あ
っ

て
も
「
年
の
せ
い
」
と
し
て
見
過
ご
す
こ

と
な
く
、
個
々
の
活
動
量
に
見
合
っ
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
量
の
摂
取
と
、
た
ん
ぱ
く
質
を

中
心
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
栄
養
素
を
摂
取
し

低
栄
養
を
防
ぐ
こ
と
が
フ
レ
イ
ル
予
防
に

は
大
切
で
す
。

フ
レ
イ
ル
予
防
と
食
事

　

フ
レ
イ
ル
診
療
ガ
イ
ド
２
０
１
８
年
版

で
は
、
フ
レ
イ
ル
の
危
険
因
子
に
偏
っ
た

食
事
内
容
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
栄
養
素
と

し
て
は
、
た
ん
ぱ
く
質
摂
取
量
の
ほ
か
、

研
究
報
告
は
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

微
量
栄
養
素
、
特
に
血
清
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
の

低
値
が
フ
レ
イ
ル
の
リ
ス
ク
に
な
る
と
あ

げ
て
お
り
、
魚
に
多
く
含
ま
れ
る
ビ
タ
ミ

ン
Ｄ
の
摂
取
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
食

事
の
質
に
つ
い
て
は
、
地
中
海
食[

植
物

性
食
品
（
野
菜
・
果
物
・
豆
類
・
未
精
製

の
穀
物
）
や
オ
リ
ー
ブ
油
を
毎
食
、
魚
は

週
2
回
以
上
、
卵
・
鶏
肉
・
乳
製
品
は
週

数
回
、
豚
肉
・
牛
肉
や
菓
子
は
月
数
回
、

の
摂
取
を
推
奨]

な
ど
の
バ
ラ
ン
ス
の
取

れ
た
良
質
な
食
事
は
フ
レ
イ
ル
を
予
防
す

る
可
能
性
が
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
パ

タ
ー
ン
と
し
て
、
主
食
、
主
菜
（
た
ん
ぱ

く
質
を
多
く
含
む
食
品
に
よ
る
料
理
）、

副
菜
（
お
も
に
野
菜
料
理
）
を
そ
ろ
え
た

食
事
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。
最
近
の
報
告

で
、
主
食
、
主
菜
、
副
菜
を
そ
ろ
え
て
1

日
に
2
食
以
上
食
べ
る
頻
度
が
、
週
2
〜

3
日
以
下
の
高
齢
者
に
フ
レ
イ
ル
が
多

か
っ
た
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
す
。
フ
レ

イ
ル
と
栄
養
介
入
に
関
す
る
報
告
は
少
な

く
、
今
後
の
研
究
が
望
ま
れ
ま
す
が
、
主

食
、
主
菜
、
副
菜
を
そ
ろ
え
、
地
中
海
食

に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
多
様
な
食
品
を

食
べ
る
こ
と
は
、
フ
レ
イ
ル
予
防
の
食
事

の
基
本
と
い
え
ま
す
。

食
品
摂
取
の
多
様
性

　

健
康
維
持
の
た
め
に
必
要
な
栄
養
素
を

バ
ラ
ン
ス
よ
く
摂
取
す
る
に
は
、
食
品
摂

取
の
多
様
性
が
関
連
し
ま
す
。
東
京
都
健

康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
研
究
所
は
、
地
域

在
住
高
齢
者
の
食
品
摂
取
の
多
様
性
を
評

価
す
る
た
め
に
「
食
品
摂
取
の
多
様
性
得

点
（D

ietary V
ariety Score; D

V
S

）」

を
開
発
し
て
い
ま
す
（
図
2
）。
Ｄ
Ｖ
Ｓ

は
、
10
食
品
群
の
1
週
間
の
摂
取
頻
度
を

摂
取
量
に
関
係
な
く
評
価
し
ま
す
。
ほ
ぼ

毎
日
食
べ
て
い
る
場
合
を
1
点
、
そ
れ
以

フ
レ
イ
ル
予
防
の
栄
養
学

新
潟
県
立
大
学
人
間
生
活
学
部
健
康
栄
養
学
科
　
准
教
授

�

村 

山 

稔 

子

Xue QL et al. J Gerontol A Biol Sci Med Sci. 2008, 63(9), 984–990より改変　
公益財団法人長寿科学振興財団ホームページより引用
図１．フレイルサイクル
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者
で
は
対
応
力
の
低
下
に
よ
り
、
食
材
な

ど
の
買
い
物
や
調
理
の
内
容
を
変
え
た
り

食
事
量
を
急
に
増
や
し
た
り
す
る
こ
と
が

難
し
い
場
合
も
多
い
で
す
。
体
重
減
少
が

み
ら
れ
る
場
合
に
は
、
補
食
に
栄
養
補
助

食
品
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
確
実
に
摂

取
栄
養
量
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

高
齢
者
の
低
栄
養
の
背
景

　

高
齢
者
の
低
栄
養
の
背
景
に
は
、
慢
性

疾
患
の
ほ
か
、
口
腔
機
能
の
低
下
、
感
染

症
な
ど
の
急
性
疾
患
、
転
倒
に
よ
る
け

が
、
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
、
運

動
機
能
の
低
下
に
よ
る
買
い
物

や
調
理
の
困
難
、
低
収
入
、
配

偶
者
の
死
別
に
よ
る
喪
失
感
、

生
活
環
境
の
変
化
な
ど
様
々
な

問
題
が
あ
り
ま
す
。
フ
レ
イ
ル

サ
イ
ク
ル
の
と
お
り
フ
レ
イ
ル

の
予
防
や
進
行
を
抑
え
る
に
は

栄
養
状
態
の
維
持
向
上
が
重
要

で
す
。
フ
レ
イ
ル
の
多
様
な
側

面
か
ら
低
栄
養
の
危
険
因
子
に

早
く
気
づ
き
、
個
々
に
合
わ
せ

た
多
方
面
か
ら
の
適
切
な
介
入

や
支
援
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

や
た
ん
ぱ
く
質
の
摂
取
量
が
少
な
い
場
合

は
、
栄
養
補
助
食
品
を
利
用
す
る
の
も
効

果
的
で
す
。
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
な
ど
で
市

販
さ
れ
て
い
る
、
主
な
ド
リ
ン
ク
タ
イ

プ
の
栄
養
補
助
食
品
を
紹
介
し
ま
す
と
、

栄
養
価
は
、
１
２
５
ml
で
エ
ネ
ル
ギ
ー

２
０
０

kcal
（
ご
飯 

約
１
２
０
ｇ
相
当
）、

た
ん
ぱ
く
質
8
ｇ
程
度
（
肉
や
魚 

約
40

ｇ
相
当
）
で
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
も
強

化
さ
れ
て
い
ま
す
。
医
薬
品
と
し
て
処
方

で
き
る
も
の
に
比
べ
る
と
、
コ
ス
ト
は
高

い
で
す
が
味
の
種
類
は
豊
富
で
す
。
高
齢

高
齢
者
自
身
が
自
発
的
に
取
り
組
め
る
よ

う
に
、
7
点
以
上
を
目
標
に
チ
ェ
ッ
ク
表

を
作
成
し
、
10
の
食
品
群
の
頭
文
字
を

と
っ
て
「
さ
あ
に
ぎ
や
か
（
に
）
い
た
だ

く
」
と
い
う
語
呂
合
わ
せ
を
つ
け
て
公
開

し
て
い
ま
す
（
図
3
）。
栄
養
価
計
算
の

必
要
は
な
く
簡
便
に
評
価
で
き
る
こ
と
か

ら
、
Ｄ
Ｖ
Ｓ
の
活
用
は
広
ま
っ
て
き
て
い

ま
す
。

栄
養
補
助
食
品
の
利
用

　

Ｄ
Ｖ
Ｓ
の
得
点
が
低
く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

下
の
摂
取
頻
度
を
0
点
と
し
て
合
計
点
を

算
出
し
ま
す
。
10
点
満
点
で
あ
り
、
点
数

が
高
い
ほ
ど
、
主
食
以
外
に
多
様
な
食
品

を
摂
取
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
ま
す
。 

　

Ｄ
Ｖ
Ｓ
と
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
の
関
連
を
み

た
研
究
で
は
、
Ｄ
Ｖ
Ｓ
の
得
点
が
高
い
ほ

ど
握
力
や
筋
肉
量
の
低
下
が
少
な
か
っ
た

と
報
告
し
て
い
ま
す
。
同
研
究
所
で
は
、

熊谷，他．日本公衆衛生雑誌．2003, 50, 1117-1124
図2．食品摂取の多様性得点

図3．東京都健康長寿医療センター研究所「いろいろ食べポ」
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菜摂取量の増加」に賛同して）や「はじめようけんこうチャレンジ」に参加す
る等、健康経営の取り組みを具体化。社員全員に浸透させる役割を持つ。
個人別健康目標・やります宣言
　健康経営宣言書をもとに個人目標を決めて、エントランスに表示。個人一人
ひとりの健康課題を自ら考え、 1 か月毎に自己評価を行い、プロジェクトチー
ムに報告。例えば、「毎食後、歯をみがく」「一日8000歩」「週 1 禁酒日」等。
　成績優秀者には社長よりささやかなインセンティブ（歯ブラシ、果物缶詰等）
あり。
ラジオ体操
　コロナ禍のため集合せず、社内を広く使って実施継続中。
アクティブステップin高舘組
　会社の階段を運動器具として有効活用（各階段に消費カロリーの表示）。
筋力UPと握力測定（ 2 年目）
　筋力のバロメーターである握力値を 3 か月毎に測定し、筋力トレーニングの
モチベーションUP。
健康診断の工夫
　健診受診率100%維持、毎年 4 月中に全員終了。がん検診等のオプション健
診を設定し、その項目選択は社員個人が行う。会社より費用補助のインセンティ
ブをつける。がん検診等のオプション検診は生活習慣病予防健診
と同日に受診できるよう手配。風疹抗体検査の実施。健診結果の
処理、分析、考察。
衛生講話の実施
　毎年、内容を変えて実施。今年は 9 月18日に「こころとからだ
のストレッチ」と題して、ヨガインストラクターによる呼吸法、
ストレッチを体験。会場は当社が施工・PFI事業として関わってい
る県立武道館。感染予防対策を十分行い実施。

【健康経営をして良かったこと】
　・健康意識が高まった
　・病気の早期発見、早期治療につながった
　・風疹抗体検査実施により集団免疫について考えた
　・個々の目標達成に向けて努力をするようになった
　・筋力UP、血液検査の改善になった
　・生活習慣を見直せた
　・健康をネタにコミュニケーションが増えた
　・コロナ感染予防を社員みんなで考えた

【㈱高舘組　健康経営 7 つのポイント】
1 　継続できることをする
2 　飽きないようにアップデートをする
3 　取り組みが心の負担にならないようにする
4 　個別性を大切にする
5 　個人のプライバシー保護をする
6 　多額の費用をかけない　
7 　健康推進プロジェクトチームを活性化する　

【これからの取り組み】
　健康経営も 5 年を経過し、毎年、目標の設定やネタ探しには苦慮するところです。
健康経営は共に生きる人たちのwell-beingをお手伝いすることだと考えています。これからも原点に
立って「あたりまえをやれることからやってみる」という視点で、内容の充実を図っていきたいと思い
ます。
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【会社概要】
　おかげさまで創業94年。上越地域を中心に
国・県・市・民間の各種工事を手掛ける総合
建設業として地域に貢献しております。新潟
県立武道館、上越市立水族博物館、上越妙高
駅、上沼道等主要建造物に携わってきました。
当社は正社員のみ、20歳から70歳代までの64
名で構成しています。

【健康経営優良法人】
　 5 年前より健康経営に取り組んでおり、経済産業省・日本健康会議の健康経営優良法人2018から認定
を受けています。今年度は健康経営優良法人2021ブライト500の認定を受けました。2019年からにいが
た健康経営宣言を継続しており、令和元年度にいがた健康経営推進企業表彰「奨励賞」、令和 2 年度に
同表彰「知事賞」をいただきました。

【ポジティブ 4 K　総合建設業と健康経営】
　新潟県主催「はじめよう　けんこうチャレンジ2020」において従業員数50〜100人企業の部で金賞 
㈱高舘組、銀賞㈱高橋組、銅賞㈱阿部建設と、上位 3 企業とも総合建設業でした。建設業はネガティ
ブな 3 Kと言われていましたが、今はポジティブな新 3 K（給与がいい、休暇が取れる、希望が持てる）
と言われています。当社ではさらに「健康経営に取り組むK」を加えてポジティブ 4 Kを目指して、健
康推進・働き方改革に取り組んでいます。

【当社令和 3 年度（2021）にいがた健康経営宣言書】
「 あ　た　り　ま　え 」をやれることからやってみる
　◎あるく・運動習慣
　◎たばこを減らす
　◎ゆっくり食べる
　◎まいにち十分な睡眠
　◎えんりょして!飲酒
　協会けんぽ新潟支部から送られる健康キットの「健康宣言書」に何を書くかは悩むところです。ある
団体から健康経営について問い合わせをいただきました。その時、特別な事はなく、当たり前の事しか
やってないことに気づかされました。当たり前の事とは、歯磨き、手洗い、感染予防、休息、栄養、早
寝、早起き…等々、私達が小学生の時から保健の授業でやってきたこと。そして今は、がん等疾病予防・
たばこや薬物の害等も充実した授業が行われているそうです。このような当たり前の健康教育の内容を

「やれることからやってみること」がいいのかと考えました。

【2020〜2021具体的取り組み】
健康推進プロジェクトチームの活動　　
　健康推進プロジェクトチームは常設で 4 名が中心になり活動。取り組み内容によっては、プロジェク
トメンバーを増員。健康情報の発信、感染予防に努める他、野菜不足の数値化（厚労省 9 月の目標から「野

健康づくりの取組事例紹介

健康推進プロジェクトチームによる健康経営
～「あたりまえ」をやれることからやってみる 2021 ～

株式会社 高 舘 組
取締役総務部健康推進担当部長　髙　舘　陽　子
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２
０
１
９
年
末
に
発
生
し
た
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
は
私
た
ち
の
日
常
生
活
を
大

き
く
変
化
さ
せ
ま
し
た
。
そ
の
影
響
は
、

が
ん
検
診
に
も
お
よ
び
、
外
出
自
粛
や
受

診
控
え
に
よ
り
が
ん
検
診
全
体
で
受
診
率

が
低
下
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

●

乳
が
ん
検
診
で
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
を
す

る
理
由

　

  　

日
本
の
女
性
の
9
人
に
1
人
が
生

涯
で
乳
が
ん
に
か
か
る
と
言
わ
れ
て
お

り
、
罹
患
率
は
40
歳
代
か
ら
急
激
に
上

昇
し
ま
す
。
40
歳
に
な
る
と
、
市
町

村
か
ら
乳
が
ん
検
診
の
案
内
が
来
ま
す

が
、
こ
の
検
診
は
対
策
型
検
診
と
い
わ

れ
、
公
的
資
金
を
投
入
し
、
住
民
全
体

の
乳
が
ん
に
よ
る
死
亡
率
を
下
げ
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
の
40
歳
以
上
の
女
性
に
お
い
て
、

死
亡
率
低
減
効
果
が
科
学
的
に
証
明
さ

れ
て
い
る
の
が
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
の
み

で
あ
る
た
め
、
対
策
型
乳
が
ん
検
診
で

は
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
と
問
診
を
行
う
よ

う
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
の
撮
影
方
法

　

  　

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
撮
影
で
は
圧
迫
板
で

乳
房
を
挟
ん
で
撮
影
し
ま
す
。
検
診
で

は
斜
め
か
ら
挟
ん
で
撮
影
す
る
内
外
斜

位
方
向
撮
影
と
、
上
下
で
挟
む
上
下
方

向
撮
影
の
2
種
類
の
撮
影
方
法
が
用
い

ら
れ
ま
す
。
内
外
斜
位
方
向
は
上
腹
部

か
ら
脇
の
下
ま
で
含
め
て
撮
影
し
、
最
も

広
い
範
囲
を
描
出
で
き
る
撮
影
方
法
で

す
。
一
方
、
上
下
方
向
は
乳
房
の
内
側
の

描
出
が
得
意
で
、
内
外
斜
位
方
向
で
欠

け
や
す
い
部
位
を
よ
く
描
出
で
き
ま
す
。

撮
影
の
際
は
、
よ
り
広
い
範
囲
を
写
し
出

す
た
め
に
乳
房
を
引
き
出
し
た
り
、
寄

せ
た
り
し
て
位
置
づ
け
を
し
て
い
ま
す
。

●
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
の
痛
み

　

  　

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
は
、
特
に
圧
迫
が

痛
い
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
乳

腺
の
量
に
関
係
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て

お
り
、
乳
腺
密
度
が
高
く
量
が
多
い
人

ほ
ど
痛
み
を
感
じ
や
す
く
な
り
ま
す
。

圧
迫
は
、
乳
腺
を
薄
く
広
げ
て
画
像
を

見
や
す
く
す
る
た
め
や
、
不
要
な
被
ば

く
を
避
け
る
た
め
に
も
必
要
な
こ
と
で

す
。
痛
い
方
に
は
つ
ら
い
と
思
い
ま
す

が
、
圧
迫
自
体
は
数
秒
で
す
し
、
撮
影

が
完
了
す
れ
ば
圧
迫
板
は
自
動
で
上
が

り
ま
す
の
で
、
少
し
の
間
だ
け
頑
張
っ

て
受
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
圧
迫
の
他
に
も
、
皮
膚
が
引
っ
張

ら
れ
た
り
骨
が
擦
れ
た
り
し
て
痛
み
が

生
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
体
の
向
き

な
ど
を
調
整
す
る
こ
と
で
解
消
さ
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ま
り
に
も

耐
え
が
た
い
痛
み
で
し
た
ら
撮
影
技
師

に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。ま
た
、胸
が
張
っ

て
い
る
と
き
に
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
を
受

け
る
と
通
常
よ
り
も
痛
み
を
感
じ
や
す

い
で
す
の
で
、
検
診
の
際
は
月
経
前
な

ど
で
胸
が
張
っ
て
い
る
時
期
は
避
け
る

と
良
い
で
し
ょ
う
。

●
異
常
が
あ
れ
ば
医
療
機
関
の
受
診
を

　

  　

し
こ
り
な
ど
の
症
状
が
あ
っ
た
場
合

は
、
住
民
検
診
で
は
な
く
乳
腺
外
来
な

ど
を
受
診
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
検

診
は
、
あ
く
ま
で
も
何
も
症
状
が
な
い

人
の
中
か
ら
病
気
を
見
つ
け
る
こ
と
が

目
的
で
す
。
症
状
が
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
検
診
を
受
け
て
し
ま
う
と
、
検
査

が
二
度
手
間
に
な
っ
た
り
、
精
密
検
査

ま
で
の
期
間
が
あ
い
て
し
ま
っ
た
り
な

ど
、
様
々
な
不
利
益
が
生
じ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　

  　

ま
た
、
検
診
で
要
精
密
検
査
と
な
っ

た
場
合
は
必
ず
乳
腺
外
来
な
ど
精
密
検

査
が
で
き
る
医
療
機
関
を
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
で
要
精
検

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
必
ず
し
も
が
ん
だ

と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
悪

い
も
の
な
の
か
、
そ
う
で
は
な
い
の
か

を
し
っ
か
り
と
判
別
し
て
お
く
た
め
に

精
密
検
査
が
必
要
で
す
。
定
期
的
に
検

診
を
受
け
て
お
け
ば
、
た
と
え
が
ん
で

も
早
期
に
発
見
で
き
る
可
能
性
が
高
ま

り
ま
す
。

　

  　

乳
が
ん
検
診
は
40
歳
か
ら
2
年
に
1

度
で
す
。
検
診
施
設
で
は
し
っ
か
り
と
感

染
症
対
策
を
と
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
検

診
の
お
知
ら
せ
が
来
て
い
る
方
は
安
心
し

て
受
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
ホ
リ
デ
ー

２
０
２
１　
リ
レ
ー
講
座

知
っ
て
お
き
た
い
！
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
診
の
き
ほ
ん

日
本
歯
科
大
学
新
潟
病
院
　
放
射
線
科
　
滝　
沢　
友　
香

　

今
年
も
多
く
の
皆
様
の
御
協
力
を
賜
り
「
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
ホ
リ
デ
ー
２
０
２
１
」
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
10
月
17

日
に
Ｗ
ｅ
ｂ
で
生
配
信
お
よ
び
10
月
18
日
～
11
月
16
日
の
期
間
、
録
画
配
信
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
の
中
か
ら
リ
レ
ー
講

座
で
御
講
演
い
た
だ
い
た
4
名
の
先
生
の
御
講
演
を
御
紹
介
い
た
し
ま
す
。
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乳
が
ん
罹
患
者
数
は
年
々
増
加
し
、
女

性
の
部
位
別
罹
患
者
数
で
は
第
一
位
で
す
。

そ
し
て
、
欧
米
諸
国
で
は
検
診
率
の
向
上

に
よ
り
死
亡
者
数
は
減
少
し
て
い
ま
す
が
、

日
本
は
地
域
に
よ
っ
て
検
診
率
に
差
が
あ

る
の
が
現
状
で
あ
り
、
乳
が
ん
で
命
を
落

と
す
方
も
少
し
ず
つ
増
加
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
早
期
の
乳
が
ん
は
治
す
こ
と
が

可
能
な
場
合
や
長
期
生
存
が
見
込
め
る
場

合
も
多
い
た
め
、
乳
が
ん
検
診
や
自
己
触

診
を
合
わ
せ
て
行
い
早
期
に
発
見
し
、
診

断
・
治
療
に
つ
な
げ
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

乳
が
ん
と
診
断
さ
れ
た
患
者
さ
ん
か
ら

は
、「
検
診
も
き
ち
ん
と
受
け
て
い
て
2

年
前
も
異
常
が
な
か
っ
た
の
に
」「
毎
年

人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
て
い
た
の
に
今
ま
で

何
も
言
わ
れ
な
か
っ
た
。
見
落
と
さ
れ
た

の
で
は
な
い
か
。」
と
の
声
が
よ
く
聞
か

れ
ま
す
。
自
分
が
乳
が
ん
と
診
断
さ
れ
た

ら
大
き
な
衝
撃
を
受
け
る
で
し
ょ
う
。
そ

ん
な
時
に
は
い
っ
た
い
い
つ
か
ら
自
分
の

乳
房
に
が
ん
が
あ
っ
た
の
か
、
も
っ
と
早

く
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
か

と
い
う
思
い
に
も
な
る
で
し
ょ
う
。
検
診

を
受
け
て
い
て
今
ま
で
異
常
を
指
摘
さ
れ

た
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
と
て
も
信
じ
難
い

こ
と
で
し
ょ
う
。

　

た
だ
、
今
回
お
伝
え
し
た
い
こ
と
は
、

検
診
で
す
べ
て
の
乳
が
ん
が
発
見
で
き
る

わ
け
で
は
な
い
た
め
、
ご
自
身
の
乳
房
に

日
頃
か
ら
関
心
を
持
ち
、
検
診
と
併
せ
て

自
己
触
診
を
定
期
的
に
行
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
こ
と
で
す
。
乳
が
ん
を
早
期
の
状
態

で
見
つ
け
ら
れ
る
方
が
増
え
る
こ
と
で
、

た
と
え
乳
が
ん
に
罹
患
し
た
と
し
て
も
、

適
切
な
治
療
を
受
け
乳
が
ん
を
乗
り
越

え
、
元
気
に
そ
の
人
ら
し
く
過
ご
し
て
い

け
る
方
が
増
え
る
と
考
え
る
か
ら
で
す
。

　

具
体
的
な
自
己
触
診
の
方
法
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
行
う
時
期
と
し
て
生
理
前
か
ら

生
理
中
は
乳
房
が
張
っ
て
い
て
し
こ
り
が

あ
っ
て
も
気
づ
き
に
く
い
状
況
な
の
で
、

生
理
が
終
わ
り
4
〜
5
日
目
に
行
い
ま

し
ょ
う
。
閉
経
後
の
方
は
月
に
1
度
程
度

日
を
決
め
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

①
外
見
上
の
変
化
を
確
認
す
る
。

　

鏡
の
前
に
立
ち
、
両
腕
の
力
を
抜
い
て

自
然
に
お
ろ
し
た
ま
ま
、
乳
房
の
形
や
大

き
さ
に
変
化
が
な
い
か
、
皮
膚
の
へ
こ
み

や
ひ
き
つ
れ
は
な
い
か
、
乳
首
が
へ
こ
ん

だ
り
た
だ
れ
た
り
し
て
い
な
い
か
を
見
ま

す
。

　

次
に
両
手
を
万
歳
の
状
態
に
し
て
同
じ

内
容
を
確
認
し
ま
す
。

②
乳
房
全
体
を
触
診
す
る
。

　

横
に
な
る
と
乳
房
が
薄
い
状
態
に
な
る

た
め
触
診
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
乳
房
の

内
側
か
ら
外
側
ま
で
ま
ん
べ
ん
な
く
指
の

腹
を
滑
ら
す
よ
う
に
触
っ
て
み
ま
す
。
全

体
を
も
れ
な
く
触
れ
る
よ
う
に
、
円
を
描

く
よ
う
に
指
を
滑
ら
せ
る
、
ま
た
は
乳
頭

に
む
か
っ
て
放
射
状
に
指
を
滑
ら
せ
ま
す
。

③
脇
の
下
を
触
診
す
る
。

　

脇
の
下
の
リ
ン
パ
節
は
乳
が
ん
が
一
番

転
移
し
や
す
い
部
位
で
す
。
脇
の
下
ま
で

指
を
滑
ら
せ
し
こ
り
が
な
い
か
確
認
し
ま

す
。

④
乳
首
か
ら
の
異
常
分
泌
が
な
い
か
確
認

す
る
。

　

左
右
の
乳
首
を
軽
く
つ
ま
ん
で
、
乳
を

搾
る
よ
う
に
し
て
、
血
液
の
混
じ
っ
た
分

泌
物
が
な
い
か
ど
う
か
を
確
か
め
ま
す
。

①
〜
④
を
行
い
、
異
常
が
あ
れ
ば
乳
腺
ク

リ
ニ
ッ
ク
や
乳
腺
外
科
な
ど
に
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
、
乳
が
ん
と
診
断
さ
れ
た
方

へ
、
病
院
内
の
相
談
で
き
る
場
所
を
お
伝

え
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
治
療
の

こ
と
や
、
治
療
に
関
連
し
た
日
常
生
活
上

の
注
意
点
な
ど
わ
か
ら
な
い
こ
と
や
不
安

な
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。

治
療
を
乗
り
越
え
て
い
く
た
め
に
も
一
人

で
何
で
も
抱
え
こ
ま
な
い
こ
と
が
大
切
で

す
。
と
は
い
え
、
医
師
や
外
来
看
護
師
、

薬
剤
師
に
直
接
相
談
す
る
こ
と
を
遠
慮
さ

れ
る
方
も
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
時
に
は
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院

等
に
設
置
さ
れ
た
が
ん
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
を
ご
活
用
い
た
だ
け
る
と
よ
い
と
思

い
ま
す
。
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
は
そ
の
病

院
の
か
か
り
つ
け
で
な
く
て
も
利
用
す
る

こ
と
が
可
能
で
す
。
医
療
者
や
相
談
員
を

う
ま
く
活
用
し
、
治
療
を
乗
り
越
え
る
力

に
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

自
己
触
診
の
必
要
性
／
乳
が
ん
診
断
後
の
支
援
体
制

長
岡
赤
十
字
病
院
　
乳
が
ん
看
護
認
定
看
護
師
　
大　
野　
弘　
美
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乳
が
ん
検
診
を
受
け
「
精
密
検
査
が
必

要
」
と
い
う
結
果
が
届
く
と
、
多
く
の

方
が
「
す
ぐ
に
精
密
検
査
に
行
か
な
く

ち
ゃ
！
」と
考
え
る
と
思
い
ま
す
。
で
も
、

「
よ
り
確
実
に
診
断
し
て
も
ら
う
」
た
め

に
は
、
精
密
検
査
受
診
前
に
準
備
し
て
お

く
と
よ
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

検
診
で
精
密
検
査
に
な
っ
て
も
、
実
際

に
乳
が
ん
と
診
断
さ
れ
る
の
は
「
わ
ず
か

5
％
」
で
す
。
大
多
数
の
方
は
乳
が
ん
で

は
な
く
、「
乳
が
ん
で
は
な
い
」
と
診
断

し
て
も
ら
う
た
め
に
精
密
検
査
に
行
き
ま

す
。
一
方
、
乳
が
ん
の
方
は
、「
乳
が
ん

で
あ
る
と
確
実
に
診
断
し
て
も
ら
い
、
適

切
な
治
療
を
受
け
る
こ
と
」
が
治
る
た
め

に
は
と
て
も
大
切
で
す
。

　

ま
ず
、「
要
精
密
検
査
」「
医
療
機
関
を

受
診
し
て
く
だ
さ
い
」
と
書
い
て
あ
っ
た

場
合
に
は
、
内
科
や
産
婦
人
科
で
は
な

く
、
乳
腺
外
科
あ
る
い
は
乳
腺
外
来
を
予

約
し
て
く
だ
さ
い
。
精
密
検
査
に
は
マ
ン

モ
グ
ラ
フ
ィ
と
エ
コ
ー
が
必
要
で
、
エ

コ
ー
も
乳
腺
の
検
査
に
適
し
た
装
置
に
適

切
な
設
定
を
行
わ
な
い
と
詳
細
な
観
察
は

で
き
ま
せ
ん
。

　

次
に
、「
精
密
検
査
受
診
時
に
必
要
な

資
料
」
を
入
手
し
ま
す
。
こ
う
し
た
資
料

が
な
く
と
も
診
察
や
検
査
は
可
能
で
す

が
、
よ
り
確
実
な
診
断
を
行
う
た
め
に
は

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
資
料
の
入
手
は

原
則
ご
自
身
で
の
手
続
き
が
必
要
で
、
資

料
の
請
求
方
法
や
受
け
取
り
方
な
ど
は
検

診
施
設
に
よ
り
様
々
で
す
。

　
「
精
密
検
査
受
診
時
に
必
要
な
資
料
」

に
入
っ
て
い
る
の
は
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

や
エ
コ
ー
な
ど
の
画
像
情
報
、
精
密
検
査

依
頼
書
、
精
密
検
査
結
果
通
知
書
で
す
。

　

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
診
で
精
密
検
査
に

な
っ
た
し
こ
り
や
影
に
は
、
検
査
の
時
の

乳
房
の
挟
み
方
や
伸
ば
し
具
合
で
正
常
乳

腺
が
影
の
よ
う
に
見
え
た
も
の
が
多
く
あ

り
ま
す
。
エ
コ
ー
検
査
は
、
器
械
の
性
能

や
当
て
方
に
よ
っ
て
正
常
乳
腺
や
乳
腺
内

の
脂
肪
が
し
こ
り
の
よ
う
に
見
え
た
り
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
検
診
の
画
像
と
精

密
検
査
の
画
像
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
よ

り
確
実
に
診
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

す
。

　
「
精
密
検
査
依
頼
書
」
は
、
精
密
検
査

施
設
へ
の
紹
介
状
で
、
病
変
の
場
所
や
大

き
さ
と
共
に
、
医
師
や
検
査
技
師
か
ら
画

像
だ
け
で
は
分
か
り
に
く
い
皮
膚
の
い

ぼ
、
し
こ
り
の
血
流
、
過
去
の
画
像
と
の

比
較
な
ど
の
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
検
診
施
設
で
の
画
像
や
病
変
の
情

報
、
今
ま
で
の
経
過
な
ど
の
詳
細
な
情
報

が
加
わ
る
こ
と
で
、
よ
り
見
落
と
し
の
少

な
い
精
度
の
高
い
精
密
検
査
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
予
約
日
ま
で
の
間
、
乳
房
の

セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
を
し
ま
し
ょ
う
。
画
像

検
査
で
は
分
か
り
に
く
い
乳
が
ん
も
あ
る

の
で
、
気
に
な
る
症
状
は
精
密
検
査
の
際

に
医
師
や
検
査
技
師
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
過
去
の
乳
が
ん
検
診
結
果
も
診
断

の
た
め
に
大
切
な
情
報
と
な
り
ま
す
。

　

精
密
検
査
で
は
、
上
半
身
を
ケ
ー
プ
や

ガ
ウ
ン
に
着
替
え
ま
す
。
複
数
回
の
着
替

え
を
行
う
場
合
も
あ
る
の
で
、
ワ
ン
ピ
ー

ス
や
ボ
デ
ィ
ス
ー
ツ
、
着
物
な
ど
は
避
け

ま
し
ょ
う
。
エ
コ
ー
は
仰
向
け
で
検
査
す

る
の
で
ロ
ン
グ
ブ
ー
ツ
や
長
靴
を
避
け
、

ハ
イ
ウ
エ
ス
ト
の
ボ
ト
ム
ス
も
避
け
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

ま
ず
問
診
と
視
触
診
、
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
、
エ
コ
ー
を
行
い
ま
す
。
検
査
や
視

触
診
の
途
中
で
医
師
や
検
査
技
師
と
会
話

し
て
し
ま
う
と
、
意
識
が
そ
れ
て
見
落
と

し
の
原
因
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の

で
、
気
に
な
っ
た
症
状
は
、
乳
房
全
体
を

検
査
し
終
わ
っ
た
と
き
に
伝
え
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ら
の
検
査
で
、
も
っ
と
詳
し
い
検

査
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
、
し
こ
り
の
一

部
分
を
採
取
し
て
顕
微
鏡
で
診
て
診
断
す

る
病
理
検
査
を
行
い
ま
す
。
細
い
針
を
刺

し
て
わ
ず
か
な
細
胞
を
取
る
細
胞
診
と
、

局
所
麻
酔
を
し
て
太
い
針
で
棒
状
に
し
こ

り
を
取
る
組
織
診
が
あ
り
ま
す
。
組
織
診

は
細
胞
診
に
比
べ
て
時
間
が
か
か
り
検
査

後
の
安
静
が
必
要
と
な
る
た
め
、
精
密
検

査
当
日
に
検
査
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　

精
密
検
査
を
受
診
す
る
際
に
は
、
自
分

も
事
前
準
備
と
検
査
協
力
を
し
て
、
よ
り

早
く
正
確
に
診
断
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ

う
。

検
診
で
「
精
密
検
査
が
必
要
」
と
言
わ
れ
た
ら

に
い
が
た
乳
腺
ク
リ
ニ
ッ
ク
　
院
長
　
長
谷
川　
美　
樹
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私
が
が
ん
と
分
か
っ
た
の
は
２
０
１
７

年
１
月
の
こ
と
で
す
。
39
歳
に
な
っ
た
ば

か
り
で
し
た
。

　

自
己
触
診
で
ベ
ー
ジ
ュ
色
の
分
泌
物
が

出
る
こ
と
が
あ
り
、
人
間
ド
ッ
ク
の
機
会

を
使
っ
て
オ
プ
シ
ョ
ン
の
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
ー
と
超
音
波
検
査
を
受
け
た
の
が

き
っ
か
け
で
し
た
。
し
こ
り
や
引
き
つ
れ

な
ど
の
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ド
ッ
ク
の
結
果
を
受
け
て
精
密
検
査
を

受
診
す
る
と
、
先
生
か
ら
は
す
ぐ
に
「
悪

性
っ
ぽ
い
で
す
ね
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

ご
く
細
か
い
石
灰
化
が
左
乳
房
の
４
分
の

１
く
ら
い
に
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
な
ん

だ
か
非
現
実
的
で
誰
の
こ
と
を
言
っ
て
い

る
の
か
一
瞬
分
か
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
細
胞
や
組
織
を
取
る
検
査
を
経

て
、
確
定
診
断
を
受
け
ま
し
た
。
手
術
前

の
検
査
で
は
が
ん
が
乳
管
内
に
と
ど
ま
る

ご
く
早
期
の
「
非
浸
潤
が
ん
と
み
ら
れ

る
」
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
乳
管
内
で
は

広
が
り
が
あ
る
と
の
こ
と
で
、
全
摘
手
術

を
決
め
ま
し
た
。
手
術
ま
で
の
間
の
精
神

的
な
打
撃
は
思
っ
た
よ
り
大
き
く
、
頭
は

病
気
の
こ
と
で
占
領
さ
れ
て
何
も
手
に
付

か
な
い
毎
日
が
続
き
ま
し
た
。

　

手
術
は
３
月
下
旬
。
胸
に
は
15
㌢
ほ
ど

の
傷
が
で
き
ま
し
た
が
、
あ
ま
り
シ
ョ
ッ

ク
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
翌
日
か
ら
歩

け
る
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。
病
理
検
査

の
結
果
、
手
術
後
の
追
加
治
療
は
必
要
な

く
定
期
的
な
「
経
過
観
察
の
み
」
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
年
の
11
月
末
に
は
イ
ン
プ

ラ
ン
ト
に
よ
る
再
建
手
術
を
受
け
ま
し

た
。

　

そ
れ
か
ら
４
年
近
く
た
ち
、
今
は
乳
腺

外
科
と
形
成
外
科
に
半
年
に
１
回
ず
つ
通

院
し
て
い
ま
す
。
普
段
は
自
分
が
が
ん
で

手
術
し
た
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
う
く
ら
い

に
な
り
ま
し
た
。

　

実
は
病
気
が
分
か
る
前
、
新
潟
日
報
の

記
者
と
し
て
、
偶
然
に
も
本
紙
生
活
面
の

「
が
ん
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
企
画
に
携
わ

り
、
多
く
の
患
者
さ
ん
や
医
療
関
係
者
に

取
材
を
し
て
き
ま
し
た
。「
が
ん
は
あ
り

ふ
れ
た
病
気
」
と
分
か
っ
て
い
た
つ
も
り

で
し
た
が
、
そ
れ
で
も
診
断
の
衝
撃
は
大

き
く
、
そ
の
精
神
的
ダ
メ
ー
ジ
に
は
自
分

で
も
驚
き
ま
し
た
。
正
し
い
情
報
の
大
切

さ
、
そ
れ
を
伝
え
る
こ
と
の
意
味
に
つ
い

て
も
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

診
断
後
の
１
年
間
は
合
計
で
３
分
の
１

ほ
ど
会
社
を
休
ま
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し

た
。
復
帰
し
て
も
疲
れ
や
す
く
、
ま
た
体

調
を
崩
す
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
が

い
つ
も
あ
り
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
は
会
社

か
ら
も
配
慮
し
て
も
ら
い
、
な
る
べ
く
疲

れ
を
た
め
な
い
よ
う
に
心
が
け
る
生
活
を

続
け
ま
し
た
。

　

本
年
度
か
ら
は
社
内
異
動
で
記
者
職
を

離
れ
ま
し
た
が
、
新
し
い
部
署
で
県
民
の

健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
事
業
に
携
わ
っ

て
い
ま
す
。
紙
面
や
講
座
な
ど
を
通
し
て

検
診
の
大
切
さ
や
病
気
へ
の
理
解
を
訴
え

続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

が
ん
を
患
っ
た
当
時
は
保
育
園
児
と
小

学
１
年
生
だ
っ
た
わ
が
子
も
小
学
６
年
生

と
４
年
生
に
な
り
ま
し
た
。
入
退
院
を
繰

り
返
し
て
い
た
こ
ろ
、
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
の
小
林
麻
央
さ
ん
が
乳
が
ん
の
た

め
、
34
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
た
だ
で

さ
え
不
安
な
中
で
、ニ
ュ
ー
ス
に
触
れ「
お

母
さ
ん
も
乳
が
ん
だ
か
ら
死
ん
で
し
ま
う

の
で
は
な
い
か
」
と
口
に
し
た
子
ど
も
た

ち
も
、
今
で
は
「
が
ん
＝
必
ず
し
も
死
で

は
な
い
」
と
い
う
理
解
を
し
て
い
る
よ
う

で
す
。
一
方
で
母
を
教
訓
に
し
て
く
れ
た

の
か
、
が
ん
が
調
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
ら
き
ち
ん
と
受
け
た
い
と
、
た
ま
に
口

に
し
て
い
ま
す
。

　

２
人
に
１
人
が
な
る
と
い
っ
て
も
が
ん

は
肉
体
的
に
も
精
神
的
に
も
負
担
の
大
き

な
病
気
だ
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
誰
が
い

つ
な
る
か
分
か
ら
な
い
か
ら
こ
そ
、
怖
が

る
だ
け
で
は
な
く
、
少
し
で
も
早
く
見
つ

け
、
治
療
で
き
る
よ
う
に
、
検
診
を
受
け

ら
れ
る
方
は
定
期
的
に
受
け
て
い
た
だ
け

る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

乳
が
ん
体
験
談

あ
け
ぼ
の
新
潟
　
江　
森　
美
奈
子
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保健文化賞受賞記念特別表彰・公益財団法人新潟県健康づくり財団理事長表彰
　本年度も保健衛生の向上、地域医療に長年の貢献をされた方々に「保健文化賞受賞記念特別表
彰」及び「公益財団法人新潟県健康づくり財団理事長表彰」の表彰を行いました。表彰を受賞さ
れた方々は次のとおりです。（敬称略）
　なお、10月 1 日に開催予定しておりました「第37回がん征圧新潟県大会」が中止となったため、
本年度は個別に表彰状と記念品を授与させていただきました。

◎保健文化賞受賞記念特別表彰
　児　玉　省　二（ 医　師 ）

◎公益財団法人新潟県健康づくり財団理事長表彰
　木　村　道　夫（ 医　師 ）
　早　津　正　文（ 医　師 ）
　小　林　　　功（ 診療放射線技師 ）

表紙画説明
猿捕茨（さるとりいばら）
ユリ科　シオデ属
　各地の山野にごく普通に生え、木にからんで高さ3ⅿになる。まばらに刺があ
る。4～5月、黄緑色の小さな花を多数つける。葉は餅を包むのに使い、根茎は
薬用になる。
　野の花館の晩秋の展示は山からの木の実を題材にした作品が多くなります。や
わらかい色とり彩りの春からの花々が終り、9月頃からは紅葉した葉や、青、黄、

赤などの木の実が中心です。描く者にとっては楽しい時間の始まりです。花の季節には虫喰いも少なかった葉も
秋は食べられた跡のある葉が主役で登場です。木肌の色も素敵な色をしています。少しでも表情を伝えたく、忠
実に描くようにしています。� （表紙画　野の花館　外山　康雄　氏）

表紙題字　書家 大矢大拙 氏

（左：児玉 省二様、右：渡部理事長） （木村　道夫　様） （早津　正文　様） （小林　功　様）

がん征圧維持会員・寄附
　いただいたがん征圧維持会費やご寄附は、“がん征圧運動”を推進するための「がん予防ポスター・
パンフレット、啓発普及資材の購入」「がん征圧新潟県大会等のイベント開催」「中学生に対するがん
教育授業の実施」「マスメディアを利用したがん検診受診勧奨活動」などに役立てられています。
　皆様には是非とも“がん征圧運動”の趣旨にご賛同いただき「がんで苦しむ人をひとりでも少なくす
る」ためのご支援・ご協力くださいますようお願い申し上げます。

♢がん征圧維持会員　（1口以上何口でも制限はありません）

個人会員　年会費 1 口 3,000 円 会
員
特
典

・本財団発行 機関紙「陽光」のご送付（年 3 回）
・日本対がん協会発行「対がん協会報」のご送付（年 13 回）
・講演会、イベント等のご案内
・DVD・模型・測定機器 等、啓発普及資材の無料貸出
　　　　　　　　　　　　　　　　  ※法人会員様のみ

法人会員　年会費 1 口 10,000 円

♢一般寄附
チャリティー収益、企業・団体有志によるご寄附、香典返しに代えてのご寄附 等

※詳しいお問い合わせ・資料ご希望の方は…
　 （公財）新潟県健康づくり財団　☎ 025-224-6161　総務課　まで　　　


